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令和４年度地域密着型金融の取り組み状況について 
 

                                                     令和５年９月 

滋賀中央信用金庫 

 
 

令和４年度は、中国のゼロコロナ政策やロシアによるウクライナ侵攻の長期化に起因したエネルギー資源や食料品等の

価格高騰、欧米各国の金融引き締め等による世界的な景気後退など、わが国経済を取り巻く環境は厳しさを増し、原材料

等の価格高騰は仕入コストの上昇となって事業先の収益を圧迫し、人材不足により仕事量を増やせない中小企業にとって

厳しい経営環境が続きました。 

こうした中、政府や自治体が実施した全国旅行支援や、入国制限緩和によるインバウンドの回復など、コロナ支援等が

一部の業種に回復の兆しを与え、さらに感染症分類の変更が経済回復への期待を窺わせるなど、ウィズコロナに向け長期

に亘った非日常生活からの移行が望まれるところとなっています。 

当金庫は新たな長期経営計画「－まっすぐ未来－しがちゅうしん 3か年計画 持続可能な社会を目指して」を策定、初

年度の取り組みとしてコロナ禍の影響を受ける取引先への資金繰りを含め、事業継続を強力に支援するなど取引先に寄り

添った活動に傾注し、地域経済の回復に努めました。 

今年度の当金庫は、コロナ禍からの地域の再生、地域の活性化と弛みない発展を展望し、健全性を維持しつつ金融仲介

機能を発揮するため、長期経営計画の第Ⅱ期に積極的に取り組み、地域社会との共通価値の創造と、持続可能な社会の実

現に向けて取り組んでまいります。 

 

＊ 詳細につきましては、「地域密着型金融の取り組み状況」をご参照ください。 

 

以  上 

 



令和５年９月

滋賀中央信用金庫

　　　　動機（経緯）

（１） ・ ・ ・ 創業・新事業支援融資実績

・ 創業支援資金「未来」　　　　　　　　　　　　　１２件  　　　 ４９百万円

・ 滋賀県制度資金、滋賀県信用保証協会（創業関連保証等） ・ 創業資金創業関連保証融資（保証協会付）　　　　８８件 　　　３６９百万円

の積極的な活用を図りました。

・ 創業予定者や創業後間もない方に対し、ビジネスの基礎知 ・ 創業セミナーの開催
識や経営スキル、マーケティングや財務管理など、重要な 「はちまん創業塾」当金庫、近江八幡商工会議所、安土町商工会との共催
トピックについて学ぶ機会を提供し、起業を支援する目的 ７月～８月　計６回開催　　　　　　　　　　 参加人数　　　　　　　２０名
で創業セミナーを開催しました。 「ひこね起業塾」当金庫、彦根商工会議所との共催

７月～８月　計６回開催　　　　　　　　　　 参加人数　　　　　　　２４名

・ 東近江市商工会主催「女性のための創業塾」への講師派遣。 ・ 当金庫女性職員２名を講師として派遣しました。

女性起業家のための融資制度等の紹介、金融機関から見る

創業企業の評価ポイント等について講義を行いました。

（２） ・ ・ 滋賀県信用保証協会、滋賀県産業支援プラザ、滋賀県プロ ・ 各種専門家支援や人材支援等のソリューション取組件数　　　 　１，１６０件

フェッショナル人材戦略拠点、産業雇用安定センター、各 ・ 本業支援（ソリューション提案）関連融資実績　１３８件 　２，０６５百万円

商工会議所、商工会等の外部機関に加え、税理士等の専門

家とも連携し、取引先が抱えるさまざまな課題の解決を支

援するため、本業支援（ソリューション提案）に積極的に

取り組みました。

・ コンサルティング機能強化を目的に外部機関の研修に積極 ・ 近畿財務局主催

的に参加、ノウハウを学び目利き力向上を図りました。 「企業支援の在り方・手法ゼミ」　　　　　　　　　　　　　　　 　１名参加

・ 近畿信用金庫協会主催

「経営支援スキル養成研修会」　　　　　　　　　　　　　　　 　　３名参加

「企業・事業再生支援研修会」　　　　　　　　　　　　　　 　　　３名参加

「事業成長担保権に関する勉強会」　　　　　　　　　　    　　　 ２名参加

「融資渉外（法人・事業先）研修会」　　　　　　　　　　　　　　 ２名参加

「コンサルティング機能強化研修」　　　　　　　　　　　　     　３名参加

・ 滋賀県信用金庫協会主催

「コンサルティング機能強化研修」　　　　　　　　　　　　     １２名参加

「コロナ禍での事業性評価実践研修」　　　　　　　　　　　　   １１名参加

（３） ・ ・ 滋賀県中小企業活性化協議会および滋賀県信用保証協会の ・ 滋賀県中小企業活性化協議会の活用実績　　 　　 ３７件 　４，９０５百万円

経営サポート会議の活用を図りました。 ・ 滋賀県信用保証協会経営サポート会議の活用実績　　３件    　 １７８百万円

・ 税理士等の外部専門家による経営改善指導等の導入に取り ・ 税理士等の外部専門家による経営改善指導導入先　６９件 １０，２８０百万円

組みました。

（４） ・ ・ 経営者の高齢化が進む中、廃業による雇用や技術の喪失を ・ 連携協定締結先

防止し、世代交代を契機とした成長を進めるため、事業承 令和５年６月末現在、事業承継への取り組みとして、事業承継やМ＆Ａの
継やＭ＆Ａの各専門家と連携協定を締結しました。 専門家１０先と連携協定を結んでいます。

（１） ・ ・ 経営者保証の必要性については、お客さまとの丁寧な対話 ・ 新規に無保証で融資した件数　　　　　　　　　　　　　　　　　 　８５８件
により、法人と経営者の関係性や財務状況等を把握し、ガ ・ 動産・債権譲渡担保融資の取り組み実績　  　　　　２件  　　 １４９百万円
イドライン等を踏まえて十分に検討するなど、適切な対応 ・ 新規融資に占める経営者保証に依存しない融資の割合　　　　　 １９．９６％
に努めています。 ・ 保証契約を解除した件数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　１５件

（２） ・ ・ ・ 近畿信用金庫協会主催研修

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １３名参加

・ 滋賀県信用金庫協会主催研修

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ２３名参加

成　　果

Ⅱ．事業価値を見極める融資手法をはじめ中小企業に適した資金供給手法の徹底

担保・保証に
過度に依存し
ない融資等へ
の取り組み

「動産・債権譲渡担保
融資」等の推進

「経営者保証に関するガイドライン」
および「事業承継時に焦点を当てた経
営者保証に関するガイドラインの特
則」の趣旨や内容を踏まえた態勢整備
と適切な対応。

後継者問題を抱える中小企業ニーズを
踏まえ、相続問題等の法人事業承継を
支援する手段・人材の育成

二次に亘るアクションプログラム及び
地域密着型金融の取り組みの中で培っ
た事業改善のノウハウや目利き力を活
かし、地域中小企業の経営改善、事業
再生支援の取り組みを強化していく。

事業再生支援 事業再生支援への審査
能力向上と継続的取り
組み

事業承継 事業継承への取組み

地域密着型金融の取り組み状況（令和４年４月～令和５年３月）

創業・新事業支援への
審査能力向上と情報活
用

外部機関等への参加および連携強化を
図り情報を活用、創業期や新事業を展
開する中小企業を支援していく。

取組内容

経営改善支援 取引先の経営改善支援
の継続的取り組み

二次に亘るアクションプログラム及び
地域密着型金融の取り組みの中で培っ
た事業改善のノウハウや目利き力を活
かし、地域中小企業の経営改善、事業
再生支援の取り組みを強化していく。

項　　　　目

Ⅰ．ライフサイクルに応じた取引先企業の支援強化

創業・新事業
支援

滋賀県産業支援プラザ、滋賀県中小企業診断士協会、滋賀
県信用保証協会、各商工会議所、商工会等と連携し情報を
積極的に活用しました。

企業の将来
性、技術力を
的確に評価で
きる能力、人
材育成への取
り組み

融資渉外、提案セール
スができる人材の育成

地域の中小企業の資金ニーズに応えら
れるためには、企業の将来性や技術力
を的確に評価できる「目利き」が必要
であるため、「目利き力」を備えた融
資渉外係を育成

外部機関等（近畿信用金庫協会、滋賀県信用金庫協会）
主催の研修に積極的に参加し、人材の提案能力の向上を
図りました。



（１） ・ ・ 「Shiga Big Advance」の提供 ･ 「Shiga Big Advance」登録企業数　　　　　　　　　　　　　　　　８０８社

　ニーズ登録企業数　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　５３８社

　ＦＵＫＵＲＩ登録件数　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　１１５件

　商談依頼件数（依頼元）　　　　　　　　　　　　　　　　 　１，８７８件

　ＨＰ作成企業数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　３２２社

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和５年３月３１日現在）

（２） ・ 持続可能な地域経済・ ・ 金融円滑化への対応 ・ 当金庫は地域の中小企業者に必要な資金を安定的に供給し、地域経済の発展に

地域活性化に貢献していく。 寄与するため金融円滑化方針等を定め地域金融の円滑化に取り組んでいます。

・ ・ 「しがちゅうしんSDGs私募債『ちいきのミライ』

令和４年度実績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ３件  １３０百万円

・ しがちゅうしんMLGｓローンの取り扱い開始。 ・ 当金庫は、地域のお客さまの「MLGｓ」目標達成に向けた活動を支援する

MLGｓは琵琶湖版SDGｓとして、2030年の環境と経済・社会活 ため、令和４年４月１日より「しがちゅうしんMLGｓローン」の取り扱い

動をつなぐ健全な循環の構築に向け、琵琶湖を切り口として を始めました。

独自に13のゴールを設定しています。 令和５年３月末現在の取り扱い実績　　　　　　　　　　 ２７件　７９百万円

・ ・ （株）日本政策金融公庫協調融資「アグリパートナーローン」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　融資実績　５件　７９百万円

・ 信金中金７０周年記念事業「ふるさと応援団」を活用した、 ・ プロジェクトの一環である「お仕事セミナー」に協力しました。

「読書通帳で紡ぐ“地域みんなで応援！子どもの学ぶ力向上 参加された市内の小学生に信用金庫業務を知ってもらうため、当金庫本部

プロジェクト”」の取り組みに協力しました。 および営業店（金庫室等）の見学ツアーや、模擬紙幣を使って札勘業務を、

体験していただきました。

・ ・ 年金相談会・保険相談会を定期的に開催しました ・ 年金相談会　　　　年間８１回開催

・ 保険相談会　　　　年間２６回開催

・ 地域貢献活動の取り組み ・ ｢信用金庫の日｣の取り組み（６月１５日） ・ ｢信用金庫の日｣の取組みとして、特殊詐欺未然防止を呼びかける啓発チラシ

特殊詐欺啓発活動・花いっぱい運動・一斉清掃活動の実施。 と、あさがおやコスモスの花の種子を来店者に手渡し啓発活動を行いました。

業務終了後、本部および各店舗周辺において、役職員による一斉清掃活動を

行いました。

顧客の資金調達手段の多様化に対応するため、長期資金計画
の手段として、私募債の取り扱いを行っています。

農林水産事業者の６次産業化への支援の強化のため「滋賀県
農業信用基金協会付融資「アグリサポートローン」及び（日
本政策金融公庫との業務委託契約締結による協調融資「アグ
リパートナーローン」に加え、農業者向け専用ローン「しが
ちゅうしん近江の恵み」の取り扱いをしています。

全国の金融機関が連携し、地域の中小企業の成長を支援する
ＷＥＢ上のプラットフォームを提供。
金融機関の枠を超えた全国規模のビジネスマッチングから、
会社ホームページ作成、従業員向けの福利厚生サービスや、
士業相談まで、幅広いマッチングニーズに対応するサービス
を提供。

Ⅲ．地域の情報集積を活用した持続可能な地域経済への貢献

地域の高齢者の方々へのサービスの充
実

地域活性化に
つながる多様
なサービスの
提供

持続的な地域経済・地
域活性化への支援

地域全体の活
性化、持続可
能な成長を視
野に入れた取
り組み

地域経済社会への支援 地元企業が抱える様々な経営課題をWEB
上のサービスを活用してサポートす
る。



【令和４年４月～令和５年３月】
（単位：先数） （単位：％）

α/Ａ β/α δ/α

 正常先 ① 0.20% 77.78%  

うちその他
要注意先

② 17.94% 7.45% 90.43%  

うち
要管理先

③ 37.50% 0.00% 100.00%  

 破綻懸念先 ④ 18.18% 0.00% 100.00%  

 実質破綻先 ⑤ 0.00% - -  

 破綻先 ⑥ 0.00% - -  

17.61% 6.42% 91.74%  

2.34% 5.93% 90.68%  

（注） ・期初債務者数及び債務者区分は令和4年4月当初時点で整理しています。

・債務者数、経営改善支援取組み先は、取引先企業（個人事業主を含む。）であり、個人ローン、住宅ローンのみの先を含みません。

・βには、当期末の債務者区分が期初よりランクアップした先数を記載しています。

　なお、経営改善支援取組み先で期中に完済した債務者はαに含めるもののβに含みません。

・期初の債務者区分が「うち要管理先」であった先が期末に債務者区分が「うちその他要注意先」にランクアップした場合はβに含んでいます。

　と異なっていたとしても）期初の債務者区分に従って整理しています。

・期中に新たに取引を開始した取引先については本表に含みません。

・γには、期末の債務者区分が期初と変化しなかった先数を記載しています。

・みなし正常先については正常先の債務者数に計上しています。

・「再生計画を策定した先数δ」には、金融機関独自の再生計画策定先のほか、中小企業支援協議会、RCC、地域経済活性化支援機構、産業復興機構、

東日本大震災事業者再生支援機構などと連携した再生計画策定先を含みます。

・期初に存在した債務者で期中に新たに「経営改善支援取組み先」に選定した債務者については（仮に選定時の債務者区分が期初の債務者区分

経営改善支援の取組み実績　（令和４年度）

107

小　　計
（②～⑥の計）

619 109 7 87

合　　計 5,038 118 7 90

66 12 0 12
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注
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経営改善支援取

組み先数
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Ａ
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α　 β

経営改善支
援取組み率

ランクアップ
率

再生計画
策定率αのうち期末に債

務者区分がランク
アップした先数

αのうち期末に債
務者区分が変化
しなかった先数

αのうち再生計画
を策定した先数




